
任期：平成２２年４月１日から平成２４年３月３１日まで　
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　俊夫
としお かわさきタウンマネージメント機

関運営協議会 ○

魚
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　利興
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川崎商工会議所
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○ ○
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協議会 ○
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　琢二
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川崎区ＰＴＡ協議会 ○

原
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　紀夫
のりお 財団法人　川崎市老人クラブ連合

会 ○

深澤
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れいこ 川崎区市民健康の森　海風の森を
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星川
ほしかわ

　孝宜
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○ ○
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○
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ち
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※専門部会欄の幹は幹事会、高は高齢者部会、子は子ども部会、環は環境部会

第３期川崎区区民会議委員名簿

５０音順、敬称略

専門部会
氏名 推薦団体・分野など

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

⑤産業の振興、都市拠点の形成な
どまちの活力を高める分野

②福祉の推進、健康の増進など幸
せな暮らしを支える分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

①防災又は地域交通環境の向上な
ど安全で快適な暮らしを支える分
野

公募

公募

⑦地域住民組織活動、まちづくり
活動など市民自治を推進する分野

③子育て、教育など人を育て心を
はぐくむ分野

区長推薦

⑥文化又は観光の振興などまちの
魅力を発信する分野

区長推薦

④緑の保全、ごみの抑制など自然
環境又は生活環境を向上させる分
野

公募

公募

別紙１
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別紙３ 

川崎区区民会議 事務連絡一覧 

 

 

１ 会議公開 

・この会議は公開で開催しています 

・開催することを事前に公表しています 

・後日（おおむね１カ月後）、会議録を公開します 

 

 

２ 傍聴の注意事項 

・全体会議は２０人、専門部会は１０人まで傍聴者が入場する場合があります 

・傍聴者は遵守事項を守り、静穏に傍聴してください 

 

 

３ 写真撮影 

・事務局が会議の記録として写真の撮影などを行います 

・撮影した写真は、広報物（市政だより、ホームページなど）や報告書などに使用す

る場合があります 

 

 

４ 会議時間 

 ・会議時間は２時間程度を予定しています 

 ・次第に沿って、途中に休憩を入れずに進行します 

 

 

５ 会議の広報 

 ・審議の結果や様子を市政だよりやホームページで広報することがあります 

 

 

６ 会議録の事前確認 

 ・会議録は事務局が摘録を作成し、委員などに内容の確認を公開前にお願いします 

 ・発言した趣旨と異なる箇所がありましたら、お知らせください 

 



川崎区区民会議 第４回高齢者部会 資料１

H22.9.9

課題解決策について 皆さんから挙がっている２２の課題解決策を事務局案として次の３つの分野に集約しました。

３つの分野についてどのような解決策があるのか、（仮称）実施方針（案）シート＜資料２＞を
活用して絞り込んでください。

◎ 趣味の発表の場を設ける
◎ これまでの知識や経験を活かせる機会の提供
◎ （生涯）学習機会の充実・強化
◎ 高齢者が働ける社会への支援
◎ 活動PRのための「集い」の開催
◎ 区民が「きっかけづくり」に期待する意見を提案できる仕組みづくり
◎ イベントの実施

◎ 世代間交流
◎ 健康づくり
◎ ストレス解消と健康づくり（防犯活動への協力）
◎ 子どもたちと気軽に遊べる環境づくり
◎ 地域の伝統文化を若い人たちに伝える
◎ サークル活動を通じて仲間を増やす
◎ 町内会・自治会活動の活性化

◎ 家族の援助
◎ シャトルバスの導入
◎ 居場所づくり
◎ 公園に高齢者専用の憩いの場所を設置
◎ 高齢者向けの散歩マップ・ウォーキングマップ作成
◎ 歩道の安全性向上
◎ 区内全域の交差点の歩道・車道の段差解消
◎ ベンチ・トイレ等の設置

①経験の集約・情報発信・活用

②地域・世代間交流の活性化

③外出しやすい環境づくり



対応する審議課題 「生きがい、社会貢献」
「生きがい、社会貢献」

「高齢者に対する環境づくり」
「高齢者に対する環境づくり」

課題解決の分野 ①経験の集約・情報発信・活用 ②地域・世代間交流の活性化 ③外出しやすい環境づくり

具体的な解決策

実施時期

実施者

実施場所

発表方法

費用項目

対象者

最終的な目標

懸案事項

　※ 各分野で課題解決策が複数になる場合には、裏面もご活用下さい。

（仮称）実施方針（案） 資料２



対応する審議課題

課題解決策

解決策の概要

実施時期

実施者

実施場所

発表方法

費用項目

対象者

最終的な目標

懸案事項



審議課題 委員名 課題解決策 具体的内容 活動の方向性・狙い 解決策自体の当面の目標

猪熊委員 家族の援助
・家族の中で、犬を連れての散歩など日常生活
で役割を持たせながら外出させる

・高齢者が家族の一員として過ごせる家庭内環境づくりが必要。
・引きこもりがちの高齢者に社会の中で活動させること。

・子どもの対応の仕方、教育委員会・学校で祖父母の大切さを教え
る。
・母親教育をPTAで行う。

須山委員 世代間交流 ・高齢者世代と子ども世代の交流
・高齢者が子どもたちに今までの経験を伝えたり、（地域のことを）教
える。
・そのことにより高齢者も子どもから力を与えられる。

・１１月に行う予定の子育てフェスタに高齢者が参加して、子どもと交
流する。

田辺委員 健康づくり
・毎日の体操（早朝のラジオ体操に参加）
・グループで朝夕のウォーキング
・グランドゴルフ、ゲートボール

田辺委員
ストレス解消と健
康づくり（防犯活
動への協力）

・グループに分かれて公園内子どもの見守り活
動
・小学校の下校時の見守り活動

冨田委員
子どもたちと気
楽に遊べる環境
づくり

・納涼踊り、祭り、運動会のなどの場を活用する
・あいさつ運動をする
・大人と子供で一緒にする行事を考える。
・公園や道路の清掃を決めて行う。

・小中学生と大人で協力して行う。

原委員
これまでの知識
や経験を活かせ
る機会の提供

・仕事で培った知識や経験（パソコンの知識や、
例えば製薬関連企業であれば薬の効用を伝え
るなど）を活かせる機会を提供する

・知識や経験を生かせる場の提供することで、楽しみの活動やおしゃ
べり（話しを聞いてくれる方々）など交流が図られることで、高齢者の
外出機会につながる。

・より近い場所にサロン活動の場（公民館や集会所）などが充実して
くれば、社会との接点が見出され閉じこもり防止等が防げるのではな
いか。

原委員
地域の伝統文化
を若い人たちに
伝える

・昔の話や遊びを次の世代に伝えることで、生き
がいを感じられる場を提供する

・地域に伝わる、民話や地名の由来、昔し遊びなどの伝統文化を伝
承することが出来ればよいのでは。

・区内の小・中学校の児童・生徒に、教え伝えられる機会が可能にな
れば、世代間交流にもなり、生きがいが見出せるのではないか。

課　題　解　決　策　意　見　一　覧

生きがい、
社会貢献

（シニアパワーを有
する方が社会貢献

活動や
地域コミュニティに
参加するきっかけ

づくりが必要）

・市、区、各団体が現在実施している生きがい、社会貢献に関するも
のを洗いざらい出してみる。

・老人クラブの清掃活動
・花壇作りの会の苗植え、草取り、水やり
・老人クラブ友愛活動
・自分がやっている趣味やスポーツ等

実施者
・各団体　　・老人クラブ　　・町内会
・役所　　　 ・その他

参考１



審議課題 委員名 課題解決策 具体的内容 活動の方向性・狙い 解決策自体の当面の目標

星川委員
町内会・自治会
活動の活性化

・地域の高齢者にとって身近で参加しやすく、生
き生きとした活動の場とするため、町内会・自治
会のあり方について調査・研究し、行政の役割と
町内会・自治会の役割を明確にするとともに、
「役員の高齢化・固定化」、「役員のなり手がいな
い」、「町内会・自治会への加入率の低下」など
の課題解決を図る

・参加しやすい町内会・自治会づくりによって、“地域力”が高まり、ま
ちづくりや人づくりに貢献できるようになる。
・ご近所付き合い（顔の見える交流）が再生し、住民同士の絆が深ま
ることによって、共同体意識や地域の教育力が高まるようになる。

・「町内会・自治会フォーラム」（仮称）を１年以内に開催し、問題意識
を共有するとともに、活動の活発な事例紹介（例：サークル活動が盛
んな地域など）を行う。≪町内会連合会の協力が必須≫

星川委員
（生涯）学習機会
の充実・強化

・高齢者が健康で文化的な生活を送るため、学
ぶ喜び、講義することによって自己表現できる喜
び、交流する喜びなどを感じるとともに、高齢者
が持つ知識・経験・ノウハウなどを活かせる場を
充実・強化する

・学び合いを通じて、向学心が高まり、知的で文化的な生活に関心を
持つようになる。
・若年者に対して、高齢者の持つ知識・知恵・技能などを伝承・伝達
することができるようになる。

・１年以内に、学習機会を提供する区民団体や市民館などがネット
ワークを構築し、学習機会情報の一元化を図り、ＷＥＢ上で公開す
る。
・“かわさき雑学大学”（仮称）を創設し、学びあいの場づくりを実現す
る。

星川委員
高齢者が働ける
社会への支援

・「年齢に関係なくいつまでも働きたい」と考えて
いる人の割合（約3割）が少なくない中、「お金を
稼ぎながら地域貢献をしたい」と考えている人の
受け皿づくりを充実・強化する

・働ける喜びを感じることによって、社会貢献意欲が満たされるととも
に、健康的で生きがいのある生活を送ることができるようになる。
・高齢者パワーの活用によって、低廉で良質なサービスを受けること
ができるようになる。

・１年以内に、シルバー人材センターやテクノプラーザ事業（企業支
援）、コミュニティビジネス支援などの活用ＰＲを積極的に実施する。

吉野委員
活動ＰＲのため
の「集い」の開催

・区内で活動している生きがいづくりや社会貢献
活動の支援体制、支援内容、支援窓口、支援機
関等を一堂に会して説明・紹介する「集い」を年
に何回か川崎区役所が主体となって開催する

・「社会貢献活動」の現状を紹介するだけでなく、それが社会的な期
待であり、一方、支援体制も整いつつあることを紹介し、理解を求め
る。
・「集い」は自宅近くの集まりやすい場所での開催が望ましい。町内
会の集会場、小中学校の教室、町中の小ギャラリー等。年2回以上
の開催。

・「社会貢献活動」に参画することが「生きがい」と感じるような社会環
境を整備する。
・質疑応答、アンケート調査等を併用することにより、適切な社会環
境の整備の方向づけを行う。
・アンケート調査を試験的に採用してみる。そのための設問作成に
は、十分議論を尽くす。

吉野委員

区民が「きっか
けづくり」に期待
する意見を提案
できる仕組み
づくり

・高齢者が社会貢献活動に参加し、生きがいを
見出す「きっかけづくり」のため、区民会議や行
政に何を期待するのかという意見を提案する仕
組みづくりを、行政の施策の一つとする

・提案内容の範囲を明確にする。
・本音のニーズに基づいた意見を提案しやすくするための仕組み（試
案）を作成し、試験的に提案を募る。
・募集提案の審議を通じて適切な「仕組み」を構築する。
・年内に少なくとも1件、採用提案の事例をつくる。

・行政だけではなく、町内会、商店会等に対する提案も収集し、町内
会等へフィードバックする。
・予算措置を伴わない有用な提案は、即刻採用する。
・予算措置を伴う提案、また、費用対効果は低いが有用な提案に対
しては代案を立案し、予算措置を講じる。

吉野委員 イベントの実施
・昨年実施した「かわさき再発見！旧東海道川
崎宿ウォーキングツアー」のようなイベントを継
続して実施していく

・「川崎には自慢できるものがない」という自虐的な市民の感情を一
掃するような「自慢できる郷土」づくりに役立つような各種イベントの
開催。
・「川崎の歴史・史跡めぐり」は郷土の歴史を知り、郷土に対する親近
感と誇りを育む。その機会を増やすために毎年開催する。
・イベントを一緒にやりたいという気運を涵養する。

・「見るイベント」から「参加するイベント」への転換を図る実験的なイ
ベントを立案、実施する。
・上述の「集い」の実行過程で、参加しやすいイベントとは何か、阻害
するものは何か等を調査し、実行段階に反映できるようマニュアルを
まとめる。

生きがい、
社会貢献

（シニアパワーを有
する方が社会貢献

活動や
地域コミュニティに
参加するきっかけ

づくりが必要）



審議課題 委員名 課題解決策 具体的内容 活動の方向性・狙い 解決策自体の当面の目標

猪熊委員
冨田委員

シャトルバスの
導入

（猪熊委員）
・川崎駅西口～川崎駅東口～富士見公園付近
を巡回させる
（冨田委員）
・川崎駅東西口を回遊できるようにする

（猪熊委員）
・川崎駅から海側に向かって幹線道路は放射線状に開き、横の道路
のつながりがなく、高齢者にとっては難儀である。これを解消すること
により、買い物、病院、催場等の移動がたやすくなる。
（冨田委員）
・東口止まりのバスまたは西口止まりのバスが西口・東口まで行くよ
うに、1日4本ぐらい走らせてみる。

（猪熊委員）
・①区民会議の中で交通の専門家を呼び、調査・研究が必要であ
る。②各事業者の意見を聞くことも大切である。③あるいはNPO法人
での運行ができるか。これら3点をクリアしながら、運行できるように
考えたい。
（冨田委員）
・１年間ぐらい行う。
・シャトルバスについては区民がどのように考えているのかアンケー
トを取る。

須山委員 居場所づくり
・高齢者の仕事（ボランティアなど）の機会を提供
する

・町内会や老人クラブなど地域でいきいきと活動している高齢者に活
躍の機会を広げていくこと。

・シルバー人材センターと老人クラブが連携する。

田辺委員
公園に高齢者専
用の憩いの場所
を設置

・小さい公園や大きい公園を含め、花壇をつくる
などして高齢者専用の憩いの場所を設ける

田辺委員

高齢者向けの散
歩マップ・ウォー
キングマップ作
成

・「歩こう会」などで区内を散歩やウォーキングす
るのに便利なマップを作成する

田辺委員
趣味の発表の場
を設ける

・町内や商店街の一角に、趣味の展示や発表会
の場所をつくる

冨田委員
歩道の安全性向
上

・車道と歩道を分け、歩道に私物を置かないよう
にする
・歩道を走る自転車の規制。例えば歩道を走行
する場合は歩行者と同様に自転車から降りて
「押して歩く」ことを義務付けるなど

・歩道を自転車用と歩行者用に分ける。
・人の多い場所では自転車を押して歩く。

・歩道を広く使えるように、各町内会に協力を依頼する。

原委員
サークル活動を
通じて仲間を
増やす

・自分に合ったサークル活動を見つけ、地域に
多くの仲間を増やして交流を図り、情報交換など
を行って常に外に出掛けられるような仲間づくり
を心掛けて、閉じこもり防止に努める

・川崎市のいきいきシニアライフインフォﾒｰｼｮﾝ中から、「やりたいこと
をみつける」、「やりたいことがある」の項目に記載されている中から
自分にあった内容等を探し参加することによりライフワークにつなが
る。

・多くの同じ趣味等を通じた仲間と知り合う機会が増え充実した日々
が送れるので、外出が楽しみになり、閉じこもりが防げる。

吉野委員
区内全域の交差
点の歩道・車道
の段差解消

・優先順位を付けて、段階的に区内全域の交差
点の段差を解消させる

・各町内会より「段差解消希望交差点」リストを提出していただく。併
せて1日当たりの通過車輌数、通過歩行者数のデータを作成してい
ただく。
・車輌数・歩行者数の多い交差点をリスクの高い交差点とし、リスク
の高さに応じて優先順位を決めて、順次段差解消工事を実施する。

・段差解消に代わる手段・方法の採用を検討する。
・（ハード面）：交差点の横断歩道手前の歩道の両脇に2m程度の
ポールを立てる。
　ポールの費用削減策…ポール頭部に広告版を付ける
・（ソフト面）：助け合いの慣習の育成等（車椅子の人、病弱者等には
手を貸す社会的慣習の育成等）

吉野委員
ベンチ・トイレ等
の設置

・商店街を中心に、ベンチやトイレなどを設置す
る。ベンチはホームレスに占領される懸念があ
る場合には、商店の閉店時に屋内に取り込むな
どの対策を実施する

・高齢者は疲れやすいことに配慮した施策を実施する。
・商店街の商店にベンチ設置の依頼を強力に進める。
　（ベンチの設置場所は商店前の歩道。ベンチの形状は3～4人用と
し、ベッド代わりの予防として1人ずつの手すりを設ける。夜は収納す
る）
・早急に、依頼キャンペーンを展開する。

・ベンチ設置キャンペーンを徹底的に展開する。
・ベンチ設置後の商店の集客率変化を追跡調査する。
・歩道上の電話BOX、ゴミ収容箱、花壇等の撤去を図り、跡地に試験
的に独立型有料トイレを設置する。効果・評判、風紀上の問題を検証
してから本格的にトイレ設置を推進する。

・外出時の安全に関する道路の段差をなくす。
・乗り物関係
・高齢者専用のもの

・道路の段差をなくす。
・シャトルバスの運行
・公園に高齢者専用ブースを設ける
・各地域で趣味を展示したり発表できる場を設ける。

実施者
・役所
・各種団体
・商店街
・その他

高齢者に対する
環境づくり

（サポートが必要な
方が外出しやすい
環境の整備が必

要）



参考２ 

課題解決策の審議過程について 
 

 

１．「課題解決策」として取り上げることに決定  

 

 

 

２．「(仮称)実施方針」の策定  

 

 

 

３．「実行計画」の策定  

 

 

 

 

※ 「(仮称)実施方針」については、実行計画と違い、詳細な実施団体や実施内容等までは決め

ない。 

 

※ 「(仮称)実施方針」に掲載する課題解決策は、今後の審議過程によって加除可能な位置付け

とする。 

(例)・実施団体に依頼したが断られてしまい、実施不可能となったため取り下げた。 

・実施内容について審議したが、区民会議として取り組むことが難しいと判断したため

取り下げた。 

  ・全体会議や区民会議フォーラム(開催予定)の意見を参考にして新たに追加した。 

 

※ 実際に取り組むことになった課題解決策については、その都度個別に「実行計画」の策定に

移行し、具体的な実施団体や実施内容等を決定していく。 

 

 

 

 

（参考）今後のスケジュール予定 

１０月：第２回全体会議（各部会より実施方針(案)報告） 

１１月：第５回専門部会（実施方針(案)再審議） 

１２月：第３回全体会議（実施方針確定） 

２月：区民会議フォーラム（区民に対し実施方針報告、区民との意見交換） 

３月：第４回全体会議（区民会議フォーラム実施報告、２３年度の進め方） 


